
P.2

P.6

P.7

P.8

P.9

P.10

ハザードマップ
来年度に改定
新総合体育館
建設に向け検討

特別支援学校
小中高併設を検討

市の医療体制
救急・地域医療維持

子どもの貧困
対策計画を策定

議案概要

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

市議会議員選挙
選挙公報発行へ

　各務原市成人式が 1 月 12 日
に開催され、新成人 1316 人が
参加しました。
　式典会場では、新成人の決意
や抱負が書かれた桜の花びらで

「新成人の樹」（左写真）が満開に！
　式典終了後、満開の桜は市内
のショッピングセンターに展示
され、多くの人が注目しました。

P.5~

代表・一般質問

15人が
市政を問う

今　号　の　表　紙 
未来を担う新成人たち

想いが花咲く「新成人の樹」想いが花咲く「新成人の樹」

2020 年 2 月 15 日発行

３月 ６月 ９月 12 月
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▼
航
空
宇
宙
博
物
館
施
設
整
備
費

　
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博

物
館
（
空そ

ら
は
く
宙
博
）
に
隣
接
す
る
土
地

を
空
宙
博
駐
車
場
と
す
る
た
め
、
整

備
に
必
要
な
経
費
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。　
　
　
　
　
　
８
１
６
万
円

▼
社
会
体
育
振
興
費

　
４
月
５
日
に
市
内
で
行
わ
れ
る
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
に
必
要
な
経
費
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。　
　
　
６
３
８
万
４
千
円

議案概要
令和元年12月定例会

定例会を令和元年 11 月 27 日から 12 月 20 日までの 24 日間開催し、
令和元年度一般会計補正予算をはじめとする 25 案件を審議しました。

条
例
に
関
す
る
議
案

予
算
に
関
す
る
議
案

24 時間通行可能となる新那加駅地下通路

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
当
面
の
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
の
補
正
を

行
う
も
の
で
、
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の

▼
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
財
源
に
余
裕
の
あ
る
年
度
に
積
み

立
て
を
し
た
分
を
取
り
崩
し
、
今
回

補
正
予
算
で
計
上
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る
も
の

で
す
。　
１
億
４
７
０
６
万
３
千
円

歳
出
の
主
な
も
の

▼
道
路
維
持
補
修
費

　
令
和
元
年
５
月
に
発
生
し
た
大
津

市
園
児
死
傷
事
故
を
受
け
、
安
全
対

策
を
速
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

そ
の
時
点
の
予
算
内
で
急
き
ょ
防
護

柵
の
設
置
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
工
事
費
用
を
補ほ

て
ん填
す
る
た
め

に
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
道
路
に
つ
い
て

も
、
安
全
で
快
適
に
使
用
で
き
る
よ

う
、
道
路
の
補
修
工
事
に
必
要
な
経

費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
８
万
円

議
員
提
案
に
よ
る
議
案

市
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
全

て
の
候
補
者
の
氏
名
や
経
歴
、
政
見

な
ど
を
記
載
し
た
選
挙
公
報
を
発
行

し
、
新
聞
折
り
込
み
な
ど
で
有
権
者

に
配
布
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を

定
め
る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
等

　
長
期
的
に
安
定
し
た
下
水
道
事
業

を
運
営
す
る
た
め
、
地
方
公
営
企
業

法
を
適
用
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
主
に
会
計
方
式
を
変
更

す
る
も
の
で
、
関
係
す
る
11
本
の
条

例
を
改
正
・
廃
止
し
ま
す
。

地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
等

の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
各
務
山
地
区
地
区
計
画
で
定
め
ら

れ
た
区
域
に
お
い
て
、
建
築
が
制
限

さ
れ
る
建
物
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て

改
正
す
る
も
の
で
す
。

自
由
通
路
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
名
鉄
新
那
加
駅
の
地
下
通
路
を
24

時
間
い
つ
で
も
通
行
が
で
き
る
よ
う

に
、
新
た
に
自
由
通
路
と
し
て
定
め

る
も
の
で
す
。

２2020 年 2月 15日　かかみがはら市議会だより



令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
空
宙
博
駐
車
場
の
整
備
内
容

　
は
。

　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
駐
車
場

　
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
舗

装
や
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
、
植
栽
な
ど

を
行
い
、
45
台
分
を
確
保
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
東
京
２
０
２
０
オ

　
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に

つ
い
て
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
は
。

　
４
月
４
日
と
５
日
に
、
県
内

　
11
市
町
を
走
る
。

　
本
市
で
は
５
日
に
空
宙
博
を
ス
タ

ー
ト
し
、
ゴ
ー
ル
の
県
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
で
は
、
ミ
ニ
セ
レ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

　
Ｋ
Ｅ
Ｔ
（
各
務
原
英
語
指
導

　
助
手
）
の
人
数
の
変
化
は
。

　
来
年
度
か
ら
小
学
校
５
・
６

　
年
生
の
英
語
が
教
科
化
と
な

る
た
め
３
人
増
の
計
15
人
と
し
、
授

業
に
入
る
時
間
数
を
増
や
す
。

　
申
請
対
象
者
の
死
亡
や
重
度

　
障
害
と
な
っ
た
原
因
が
自
然

災
害
に
よ
る
も
の
か
事
実
関
係
が
明

白
で
な
く
、
警
察
や
消
防
な
ど
の
情

報
で
は
判
断
が
難
し
い
も
の
を
扱
う
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
那
加
中
央
保
育
所
外
壁
等
改

　
修
事
業
の
内
容
と
、
そ
れ
を

債
務
負
担
行
為
と
す
る
理
由
は
。

　
屋
上
防
水
工
事
と
外
壁
改
修

　
工
事
の
設
計
業
務
委
託
を
令

和
２
年
度
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
施
設
内
に

雨
漏
り
が
発
生
し
て
お
り
、
い
ち
早

く
工
事
を
行
う
た
め
債
務
負
担
行
為

と
し
た
。

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
委

　
員
会
で
扱
う
案
件
は
。

委
員
会
審
査

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
土
地
開
発
公
社
に
対
す
る
金

　
融
機
関
の
貸
付
金
に
市
の
債

務
保
証
を
15
億
円
増
額
す
る
理
由
は
。

　
現
在
、
土
地
開
発
公
社
は
、

　
金
融
機
関
と
市
か
ら
借
り
入

れ
を
行
い
資
金
調
達
し
て
い
る
。

　
し
か
し
公
社
の
独
立
性
か
ら
市
は

今
後
貸
し
出
し
を
し
な
い
方
針
と
し

た
た
め
、
公
社
は
現
在
借
り
て
い
る

資
金
を
市
に
返
済
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
原
資
を
金
融
機
関
か
ら
借
り

る
た
め
、
債
務
保
証
を
増
額
す
る
。

市
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
市
長
選
挙
の
選
挙
公
報
も
同

　
時
に
定
め
る
考
え
は
。

　
今
回
は
、
市
議
会
議
員
選
挙

　
に
つ
い
て
議
員
か
ら
主
体
的

総
務
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

に
発
案
す
べ
き
と
考
え
て
提
案
し
た

も
の
で
あ
り
、
市
長
選
挙
に
つ
い
て

は
対
象
と
し
て
い
な
い
。

経
済
教
育
常
任
委
員
会

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
道
路
維
持
補
修
費
の
使
い
道

　
は
。

　
大
津
市
の
交
通
事
故
を
受
け

　
て
行
っ
た
、
防
護
柵
設
置
工

事
費
用
の
補
填
を
行
う
。

　
そ
の
他
に
、
岐
阜
車
体
工
業
㈱
北

側
と
、
岐
阜
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
㈱

北
側
の
道
路
舗
装
を
そ
れ
ぞ
れ
修
繕

す
る
。

自
由
通
路
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
名
鉄
新
那
加
駅
の
地
下
通
路

　
を
自
由
通
路
と
す
る
意
義
は
。

　
新
那
加
駅
周
辺
は
電
車
や
バ

　
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
交
通
手
段
の
結
節
点
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
の
駅
の
地
下
通
路
を
市
が
管
理

す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
安
全
・

安
心
、
利
便
性
の
確
保
が
期
待
で
き

る
。　

ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
行

　
う
の
か
。

　
地
下
通
路
と
、
そ
の
南
北
に

　
新
た
に
設
置
さ
れ
る
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
２
基
そ
れ
ぞ
れ
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

議
案
を
分
野
別
に
４
つ
の
委
員
会
に
分
け
、
詳
し
く
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
を
分
野
別
に
４
つ
の
委
員
会
に
分
け
、
詳
し
く
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

３ 2020 年 2月 15日　かかみがはら市議会だより



令和元年 12 月定例会
審議の結果

令和元年度一般会計補正予算（第 3号）
　　　　　　〃　　　　　　（第 4号）
令和元年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 1号）
令和元年度下水道事業特別会計補正予算（第 2号）
　　　　　　　　〃　　　　　　　　　（第 3号）
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部
を改正する条例
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の一部を改正す
る条例
自由通路設置条例の一部を改正する条例
地区計画区域内における建築物等の制限に関する条例の一部
を改正する条例
公共下水道区域外流入分担金徴収条例
水道事業の設置等に関する条例等の一部を改正する等の条例
水道事業給水条例の一部を改正する条例
常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に
関する条例の一部を改正する条例
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例
岐阜県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数
の減少及び岐阜県市町村職員退職手当組合規約の変更に関す
る協議
公の施設の指定管理者の指定（鵜沼南町会館）
　　　　　　〃　　　　　　（慈光園）
　　　　　　〃　　　　　　（市民プール）
市道路線の廃止及び認定（市道那 177号線ほか 1路線）
市議会議員の選挙における選挙公報の発行に関する条例
所得税法第 56条の廃止を求める意見書採択を求める請願
日本政府に核兵器禁止条約の署名と批准を求める意見書採択
についての請願

可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
不採択

不採択

○
○
◎
○
◎
◎

○

◎

◎

◎

○

◎
○
○
○

◎

◎

◎

◎
◎
○
◎
◎
△

△

議案等の審議の結果は以下のとおりです。

案　件　名

予　算

条　例

その他

議員提案

請　願

審議の
結　果

採決の
状　況

賛成全員…◎　賛成多数…〇　賛成少数…△

議案等
の種類

４2020 年 2月 15日　かかみがはら市議会だより



　令和２年度の財源の見通しをどのよ
　うに考えるか。
　主な財源として、個人市民税は給与
　所得者数や 1 人当たりの給与所得

の増加などにより増収を見込んでいる。
　法人市民税は、税制改正の影響により大
きく減収となり、固定資産税は、大型商業
施設の進出や新増築家屋の影響で、若干の
増収を見込んでいる。

　令和２年度の予算編成の基本的な考
　え方と重点施策は。
　令和２年度は、総合計画の後期基本
　計画がスタートする年度である。

　これからのまちづくりの全般的な方向
性として「つながりづくり」を掲げており、
地域における顔の見える関係づくりをより
強固にする事業を盛り込んでいく。
　これまでの自治会活動支援や地域包括ケ
アの推進などに加え、新たな取り組みとし
て、さまざまな市民団体がお互いにつなが
りを持てるきっかけづくりとなるような事
業に着手する。
　喫緊の課題への対応では、災害の備えと
して防災備蓄品や防災備蓄倉庫、雨水幹線
や貯留施設の整備を行うとともに、地域防
災訓練などの充実、防災推進員の育成など
を進めてきた。
　これまで同様、行政として「公助」をしっ
かりと進めるとともに、「自助」「共助」の
重要性・必要性の啓発をさらに進めていく。
　また、市内企業支援としてこれまでの大
胆で試行的なものも含め、今後増加してい
くシニア世代の生きがいづくりに資する生
涯現役促進地域連携事業にも注力していく。

　これまでの雇用対策事業の成果はど
　のようなものがあるか。
　平成 29 年度に企業人材全力応援室
　を設置してさまざまな事業に取り組

み、その成果が着実に表れ始めている。
　今年度は学食トレイ広告事業など４つの
新規事業と合同企業説明会や保護者向けセ
ミナーなどを行っており、その他の事業を
含めると、３月までに合計 56 事業、延べ
2800 人以上に市内企業や本市の魅力を直
接 PR できる予定である。

　今年度、特に力を入れてきた雇用対
　策は何か。
　市内企業の人手不足の解消や活力あ
　る地域社会の実現を目指し、55 歳

以上の高年齢者の活躍を支援する生涯現役
促進地域連携事業に注力した。
　７月の開始以降、11 月末時点で既に
261 人が人材バンクに登録し、うち 20 人
が企業見学会などを通じ実際に就労するな
ど、目標を上回る成果が出ている。

　雇用対策事業の今後の方向性と令和
　２年度の意気込みは。
　今後も、就職協定のあり方や外国人
　労働力の活用など、雇用を取り巻く

環境の変化に対し最新の情報収集に努め、
機敏に対応していく考えである。
　また、生涯現役促進地域連携事業などを
通じ「年齢に関わらず女性に広く活躍して
ほしい」との高い企業ニーズを受け、令和
２年度は、これまでの各種事業に加え、女
性の復職支援にも注力した全世代型の雇用
対策事業に全力で取り組む。

代表質問とは、所属議員３人以上の会派がそれぞれの政策・主張に基づき市政に関して質問代表質問とは、所属議員３人以上の会派がそれぞれの政策・主張に基づき市政に関して質問
するものです。今定例会では、政和クラブの池戸一成議員と市議会公明党の五十川玲子議員するものです。今定例会では、政和クラブの池戸一成議員と市議会公明党の五十川玲子議員
が、会派を代表して質問を行いました。その一部を紹介します。が、会派を代表して質問を行いました。その一部を紹介します。

代表質問
産業のまち元気づくりの雇用対策新年度予算編成方針

市議会公明党政和クラブ
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９
月
に
発
生
し
た
各
務
原
大

　
橋
へ
の
落
書
き
の
状
況
と
除

去
に
か
か
る
費
用
は
。

　
落
書
き
は
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
部

　
分
に
５
カ
所
、
上
中
屋
側
の

ア
プ
ロ
ー
チ
橋
に
２
カ
所
あ
り
、
市

は
警
察
に
被
害
届
を
提
出
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
落
書
き
の
除
去
に

か
か
る
費
用
は
、
約
１
１
０
万
円
と

見
込
ん
で
い
る
。

　
落
書
き
を
防
止
す
る
た
め
の

　
対
策
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
や
壁
面
ア
ー
ト
な
ど
を
行
う

考
え
は
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
プ

　
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
問
題
も

　
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
地
域

　
へ
の
浸
透
状
況
は
。

　
平
成
25
年
に
全
戸
配
布
し
、

　
現
在
は
転
入
者
や
希
望
者
へ

の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
30
年
の
市
民
満
足
度
調
査
で

は｢

災
害
用
備
蓄
品
を
準
備
し
て
い

る
世
帯
の
割
合｣

が
60
・
４
％
と
、

平
成
26
年
の
調
査
よ
り
３
・
２
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
た
。

　
ま
た｢

一
次
避
難
所
を
知
っ
て
い

る
市
民
の
割
合｣

は
90
・
１
％
と
高

く
、
一
定
程
度
は
浸
透
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用

　
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
広
報
紙
へ
の
特
集
記
事
掲
載

　
の
ほ
か
、
自
主
防
災
訓
練
や

出
前
講
座
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

災
害
に
備
え
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
令
和
2
年
度
に
改
定

を
養
成
す
る
防
災
ひ
と
づ
く
り
講
座

な
ど
で
説
明
し
て
い
る
。

　
水
防
法
の
改
正
に
伴
う
ハ
ザ

　
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

　
県
は
、
６
月
に
新
境
川
と
大

　
安
寺
川
の
浸
水
想
定
区
域
を

公
表
し
た
。

　
現
在
、
市
で
は
全
て
の
河
川
の
浸

水
想
定
区
域
の
合
成
図
の
作
成
と
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
な
ど
の
適
正
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
に

改
定
し
、
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
あ

る
。　

木
曽
川
右
岸
（
鵜
沼
宝
積
寺

　
地
内
）
の
護
岸
整
備
の
進
展

状
況
は
。

　
国
は
、
平
成
26
年
度
ま
で
に

　
全
体
計
画
１
２
０
０
ｍ
の
う

坂
澤
博
光
／
吉
岡
健
／
津
田
忠
孝
／
岩
田
紀
正
／
永
冶
明
子
／
波
多
野
こ
う
め
／
小
島
博
彦
／

古
川
明
美
／
指
宿
真
弓
／
杉
山
元
則
／
大
竹
大
輔
／
瀬
川
利
生
／
黒
田
昌
弘

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
、
各
議
員
が
市
に

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
、
各
議
員
が
市
に

対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ち
８
０
０
ｍ
の
区
間
を
整
備
し
た
。

　
残
り
４
０
０
ｍ
の
区
間
に
つ
い
て

は
、
11
月
に
市
と
地
元
自
治
会
で
国

に
対
し
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
整

備
に
向
け
て
設
計
を
見
直
す
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

一
般
質
問

12
月
定
例
会
で
一
般
質
問
を
し
た
議
員
（
質
問
順
）

落書きが発見された各務原大橋のフィンバック部分

橋
へ
の
落
書
き

あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
壁
面
ア
ー
ト
は
、
落
書
き
被
害
が

減
少
す
る
な
ど
の
有
効
性
が
報
告
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
岸
の
ア
プ

ロ
ー
チ
橋
を
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
に
合

わ
せ
た
展
示
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
事
後
的
な
対
策
と
し
て
、

落
書
き
防
止
の
塗
料
で
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
処
理
を
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

く
。
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一 問質般

　
老
朽
化
や
使
い
勝
手
の
観
点

　
か
ら
、
新
総
合
体
育
館
の
建

設
に
向
け
た
考
え
は
。

　
総
合
体
育
館
は
完
成
か
ら
36

　
年
が
経
ち
、
老
朽
化
が
進
ん

だ
こ
と
に
加
え
、
夏
季
に
使
用
す
る

場
合
に
熱
中
症
対
策
を
行
う
必
要
性

が
あ
る
こ
と
や
、
正
規
の
大
会
の
規

格
に
合
わ
な
い
な
ど
、
市
民
の
ス
ポ

ー
ツ
需
要
に
十
分
に
対
応
で
き
な
い

状
況
も
続
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
駐
車
場
が
狭
く
、
利
用

者
だ
け
で
な
く
近
隣
住
民
に
も
迷
惑

を
か
け
て
い
る
。

　
市
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
や
地
域
活
性

化
の
た
め
に
は
総
合
体
育
館
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
新
総

合
体
育
館
の
建
設
を
本
格
的
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
基
金
創
設
も
含
め
た
財
政
面

　
の
課
題
と
考
え
は
。

　
新
総
合
体
育
館
の
建
設
に
は

　
用
地
費
や
建
設
費
を
含
め
て

数
十
億
円
の
事
業
費
が
必
要
に
な
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

　
新
庁
舎
建
設
の
財
源
に
は
一
定
の

　
一
般
会
計
予
算
に
計
上
さ
れ

　
る
予
備
費
の
額
と
用
途
は
。

　
不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
た

　
め
、
毎
年
度
５
千
万
円
の
予

備
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
は
、
台
風
に
よ
る
倒

木
処
理
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
な
ど

に
２
６
４
０
万
９
千
円
を
充
て
た
。

　
災
害
発
生
時
、
議
会
を
開
く

　
余
裕
が
な
く
予
備
費
を
超
え

る
額
の
予
算
編
成
を
要
し
た
場
合
の

対
応
は
。

　
予
備
費
も
含
め
そ
の
時
点
の

　
予
算
で
対
応
す
る
が
、
そ
れ

で
も
対
応
で
き
な
い
場
合
は
補
正
予

算
を
編
成
し
、
法
に
基
づ
い
た
専
決

処
分
（
議
会
の
議
決
の
前
に
市
長
に

よ
り
決
定
）
を
想
定
し
て
い
る
。

　
そ
の
場
合
、
後
に
開
か
れ
る
最
初

の
議
会
で
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認

を
求
め
る
。

新
総
合
体
育
館
の
建
設
を
本
格
的
に
検
討
へ

基
金
を
創
設
し
財
源
を
確
保

め
ど
が
つ
き
、
学
校
施
設
整
備
の
財

源
も
着
々
と
積
み
立
て
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
民
の
健
康
の
増
進
に
寄
与

し
、
防
災
機
能
を
も
備
え
た
新
総
合

体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て
財
政
面
で

の
準
備
を
始
め
る
時
期
に
来
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
基
金
を
創
設
し
、
財
源
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
早
い
時

期
に
場
所
や
規
模
、
機
能
な
ど
の
検

討
を
行
い
、
概
算
事
業
費
を
確
定
さ

せ
、
基
金
の
積
立
額
や
市
債
な
ど
具

体
的
な
財
源
の
検
討
を
し
て
い
く
。

災
害
発
生
時
の

　
　
　
　
　
予
算
編
成

女
性
視
点
で
の

　
　
　
　
避
難
所
運
営

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
、

　
運
営
組
織
に
女
性
を
入
れ
る

こ
と
を
明
文
化
し
て
は
。

避難所運営を想定して行われた地域防災訓練

竣工から 36 年が経過した総合体育館

　
国
や
県
が
公
表
し
て
い
る
ガ

　
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
女
性
の

視
点
を
避
難
所
の
運
営
に
反
映
す
る

よ
う
示
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
そ
の
内
容

を
記
載
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
防
災
備
蓄
品
と
し
て
常
温
で

　
使
用
で
き
、
お
湯
で
溶
か
す

必
要
が
な
い
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を

導
入
す
る
考
え
は
。

　
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
賞
味

　
期
限
は
長
い
も
の
で
も
１
年

程
度
の
た
め
、
備
蓄
し
た
場
合
、
頻

繁
に
更
新
が
必
要
と
な
る
。

　
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
災
害
時
応

援
協
定
先
の
事
業
者
の
流
通
備
蓄
に

よ
る
調
達
を
予
定
し
て
い
る
。
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一 問質般

　
乳
幼
児
か
ら
高
等
学
校
卒
業

　
ま
で
の
一
貫
し
た
特
別
支
援

教
育
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

　
就
学
前
か
ら
一
貫
し
た
特
別

　
支
援
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

は
大
変
重
要
と
考
え
て
お
り
、
本
市

で
は
、
就
学
前
の
早
期
支
援
体
制
を

充
実
さ
せ
て
い
る
。

　
乳
幼
児
の
療
育
支
援
を
行
う
福
祉

の
里
な
ど
で
は
、
一
貫
し
た
指
導
体

制
を
確
立
す
る
た
め
、
支
援
内
容
を

記
録
し
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
、
小
中
学
校
で
は
、
個
別
の

教
育
支
援
計
画
と
指
導
計
画
を
作
成

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
保
育

所
や
幼
稚
園
と
小
学
校
、
小
学
校
と

中
学
校
、
中
学
校
と
高
等
学
校
や
特

別
支
援
学
校
の
間
で
、
障
が
い
の
あ

る
児
童
生
徒
の
詳
し
い
状
況
を
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
指
導
に

生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
市
立
の
特
別
支
援
学
校
の
規

　
模
拡
大
の
必
要
性
は
。

　
本
市
に
は
、
知
的
障
が
い
が

　
あ
る
生
徒
を
対
象
と
し
た
高

等
部
は
あ
る
が
、
肢
体
不
自
由
の
児

童
生
徒
や
小
中
学
部
の
児
童
生
徒
を

受
け
入
れ
る
特
別
支
援
学
校
は
な
い
。

　
市
外
の
特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学

は
遠
隔
と
な
り
、
本
人
や
保
護
者
の

身
体
的
・
精
神
的
負
担
が
多
い
た
め
、

市
は
県
に
対
し
て
市
内
へ
の
設
置
を

要
望
し
続
け
て
き
た
。

　
し
か
し
、
県
は
「
子
ど
も
か
が
や

き
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
計
画
的
に

整
備
を
進
め
、
県
内
に
20
校
の
県
立

学
校
の
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
は
市
立
の
学
校

の
設
置
を
前
向
き
に
推
進
し
て
い
く
。

　
海
外
出
張
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ

　
ー
ル
ス
の
目
的
と
成
果
は
。

　
国
内
外
問
わ
ず
、
本
市
で
活

　
動
し
、
活
躍
す
る
企
業
を
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
い
う
手
段
で
支
援

す
る
こ
と
は
市
長
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
と
考
え
る
。

　
特
に
海
外
で
は
、
首
長
自
身
が
出

向
く
こ
と
で
信
頼
度
が
増
し
、
よ
り

ベ
ス
ト
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
例
え
ば
、
平
成
30
年
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
空
宙
博
が
、
米

国
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
国
立
航
空
宇
宙
博

物
館
や
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
ブ
ル
ジ
ェ

航
空
宇
宙
博
物
館
な
ど
海
外
の
名
だ

た
る
博
物
館
と
短
期
間
で
連
携
・
協

力
関
係
を
構
築
で
き
た
の
も
県
知
事

と
と
も
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
力
強

く
行
っ
て
き
た
結
果
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の

　
考
え
は
。

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
市
長
に

　
と
っ
て
対
話
の
一
つ
で
あ
り
、

今
後
も
市
長
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
あ

ら
ゆ
る
事
案
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
台
風
や
豪
雨
な
ど
が
予
測
さ

　
れ
る
場
合
の
市
長
の
出
張
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　
出
張
を
行
う
か
の
判
断
は
、

　
公
務
の
内
容
や
想
定
さ
れ
る

被
害
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、

そ
の
都
度
、
慎
重
に
判
断
を
し
て
い

る
。

　
な
お
平
時
よ
り
、
災
害
の
発
生
が

予
測
さ
れ
る
場
合
や
発
災
時
に
お
い

て
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
指
揮

命
令
系
統
を
確
立
し
て
い
る
。

　
市
長
不
在
時
に
災
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
職
員
と

連
絡
を
取
り
、
状
況
の
把
握
に
努
め
、

適
切
な
指
示
を
行
う
よ
う
最
善
の
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

小
中
高
を
併
せ
持
つ
特
別
支
援
学
校
を
検
討
へ

肢
体
不
自
由
な
ど
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
生
徒
も

市立各務原特別支援学校（那加雲雀町）

市
長
の
海
外
出
張
に
よ
る

　
　
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

米国で意見交換を行う市長
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一 問質般

　
平
成
31
年
４
月
に
立
ち
上
げ

　
た
「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
検

討
委
員
会
」
で
の
結
論
は
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
理
学
療

　
法
士
や
臨
床
心
理
士
な
ど
の

ほ
か
地
域
住
民
も
参
加
し
、
本
市
が

目
指
す
フ
レ
イ
ル
予
防
体
制
を
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
議
論
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
フ
レ
イ
ル
状
態
を
判

断
す
る
指
標
と
し
て
、
運
動
や
食
習

慣
、
社
会
参
加
の
状
況
な
ど
か
ら
総

　
本
市
の
救
急
医
療
体
制
の
現

　
状
は
。

　
現
在
、
市
内
に
は
救
急
車
の

　
受
け
入
れ
が
で
き
る
救
急
告

示
医
療
機
関
が
４
カ
所
あ
る
。

　
平
成
30
年
に
は
、
救
急
搬
送
は
５

６
８
３
件
あ
り
、
そ
の
約
半
数
の
２

７
９
１
件
は
東
海
中
央
病
院
に
搬
送

し
た
。

　
残
り
の
半
数
は
救
急
患
者
の
症
状

や
通
報
の
あ
っ
た
現
場
に
よ
り
、
県

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
近
隣
市
町
の

医
療
機
関
へ
搬
送
し
て
い
る
。

　
東
海
中
央
病
院
へ
の
負
担
金

　
を
ど
の
よ
う
に
総
括
す
る
か
。

　
東
海
中
央
病
院
に
は
、
救
急

　
業
務
高
度
化
推
進
事
業
と
し

て
、
救
急
業
務
に
関
し
て
年
間
５
千

万
円
を
支
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
当
該
病
院
は
、
施
設
・
設
備

の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
、
平
成
22
年

度
に
全
面
改
築
を
行
っ
た
。

　
改
築
に
あ
た
り
、
安
全
で
快
適
な

療
養
環
境
整
備
と
高
度
な
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
促
進
し
、
地
域
医
療

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
平
成
20
年
度

か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
12
年
間
で

30
億
円
の
負
担
金
を
支
出
し
て
き
た
。

　
市
か
ら
改
築
に
伴
う
負
担
金
を
支

出
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ベ
ッ
ド
数

不
足
の
解
消
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
新
設
、
高

度
医
療
機
器
の
共
同
利
用
、
人
工
透

析
施
設
の
充
実
な
ど
の
要
望
を
行
っ

て
お
り
、
そ
れ
ら
は
お
お
む
ね
実
施

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
が
東
海
中
央
病
院
に
求

　
め
る
役
割
は
。

　
本
市
に
は
市
立
病
院
が
な
く
、

　
東
海
中
央
病
院
が
唯
一
の
総

合
病
院
と
し
て
、
医
師
会
や
地
域
の

病
院
・
診
療
所
と
連
携
し
て
地
域
医

療
を
支
え
て
い
る
。

　
求
め
る
役
割
と
し
て
は
救
急
医
療

体
制
の
確
保
で
あ
り
、
高
齢
化
社
会

の
進
展
な
ど
に
よ
っ
て
搬
送
件
数
が

年
々
増
加
し
て
い
る
中
、
現
在
の
受

入
体
制
を
維
持
し
、
さ
ら
に
強
化
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
東
海
中
央
病
院
に
対
す
る
今

　
後
の
方
針
は
。

　
独
自
の
経
営
努
力
に
よ
る
運

　
営
を
求
め
つ
つ
、
救
急
医
療

体
制
と
地
域
医
療
体
制
を
維
持
す
る

た
め
、
高
度
医
療
機
器
の
購
入
や
医

師
・
看
護
師
な
ど
救
急
医
療
従
事
者

に
対
す
る
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

各
務
原
市
の
医
療
体
制救急

医
療
と
地
域
医
療
を
維
持

迅速な救急搬送で医療機関へ

フ
レ
イ
ル
予
防

「フレイル」とは？

合
的
に
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

も
の
と
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
フ
レ

イ
ル
状
態
を
把
握
す
る
と
い
う
、
２

つ
の
本
市
独
自
の
指
標
を
策
定
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
令
和
２
年
度
に
予
定
し
て
い

　
る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組

み
は
。

　
検
討
委
員
会
の
結
論
を
踏
ま

　
え
、
フ
レ
イ
ル
測
定
を
行
い
、

フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
広
く
住
民
へ
周
知
す
る
役
割
を

担
う「
フ
レ
イ
ル
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
養
成
と
、
市
内
の
２
カ
所
で
行
う
、

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
大
会
の
開
催
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。
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一 問質般

　
平
成
30
年
度
に
行
っ
た
子
ど

　
も
調
査
（
貧
困
調
査
）
の
内

容
は
。

　
市
内
の
小
中
学
校
に
通
う
小

　
学
１
年
生
の
保
護
者
、
小
学

５
年
生
の
児
童
と
保
護
者
、
中
学
２

年
生
の
生
徒
と
保
護
者
を
対
象
に
調

査
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
で
は
世
帯
全
体

の
手
取
り
収
入
を
世
帯
人
数
で
調
整

し
、
一
人
当
た
り
の
所
得
が
１
２
２

万
円
未
満
の
子
ど
も
の
割
合
を
「
子

ど
も
の
貧
困
率
」
と
し
て
算
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
子
ど
も
調
査
の
結
果
、
ど
の

　
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
考
え

る
か
。

　
本
市
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は

　
６・７
％
で
、
県
の
７・
２
％

に
比
べ
低
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
特

に
ひ
と
り
親
世
帯
が
よ
り
経
済
的
に

厳
し
い
傾
向
が
あ
る
と
分
か
っ
た
。

　
ま
た
、
学
年
別
に
見
る
と
、
子
ど

も
の
年
齢
が
低
い
ほ
ど
貧
困
率
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
は
就
学
前
か
ら
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
困
難
を
抱
え
る
家
庭

を
早
期
に
発
見
し
、
継
続
的
に
関
わ

る
こ
と
で
、
問
題
を
確
実
に
把
握
し
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
を

　
策
定
す
る
考
え
は
。

　
現
在
策
定
中
の
「
子
ど
も
の

　
み
ら
い
応
援
プ
ラ
ン
」
に
合

わ
せ
て
策
定
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
支
援
の
充
実
に
向
け
た
相
談

　
体
制
の
多
様
化
と
し
て
、
新

た
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
な
ど

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
今
後
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

　
に
対
す
る
施
策
を
周
知
す
る

た
め
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
を
検
討

し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
は
、
若

い
方
を
中
心
に
身
近
に
利
用
さ
れ
て

い
る
新
た
な
手
段
と
し
て
効
果
が
期

待
で
き
る
が
、
運
用
方
法
や
対
応
す

る
専
門
職
員
の
確
保
な
ど
に
課
題
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
導
入
に
向

け
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
学
校
給
食
に
使
わ
れ
て
い
る

　
パ
ン
の
安
全
性
は
。

　
学
校
給
食
用
の
パ
ン
は
、
県

　
学
校
給
食
会
が
一
括
で
仕
入

れ
た
小
麦
を
パ
ン
製
造
会
社
に
供
給

し
製
造
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
小
麦
の
50
％
は
県
内
産
を
使

用
し
、
そ
の
他
は
輸
入
小
麦
で
あ
る

が
、
輸
入
の
際
に
国
で
厳
密
な
検
査

を
受
け
て
お
り
、
そ
の
検
査
基
準
に

適
合
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

　
今
年
度
、
県
学
校
給
食
会
に
お
い

て
も
検
査
し
、
安
全
性
を
確
認
し
て

い
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め

　
の
設
備
改
修
な
ど
、
今
後
の

計
画
は
。

　
教
育
セ
ン
タ
ー「
す
て
っ
ぷ
」

　
は
中
央
図
書
館
４
階
に
開
設

し
て
以
来
、
相
談
件
数
の
増
加
や
、

教
職
員
向
け
の
研
修
内
容
を
拡
充
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
施
設
の
さ
ら

な
る
充
実
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
相
談

室
へ
の
改
修
と
増
設
や
、
教
職
員
の

研
修
施
設
と
し
て
の
よ
り
使
い
や
す

い
配
置
へ
の
変
更
を
検
討
し
て
い
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
も

検
討
し
て
い
く
。

　
「
す
て
っ
ぷ
」
の
休
業
日
を

　
中
央
図
書
館
の
休
館
日
に
合

わ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
図
書
館
の
休
館
日
と
合
わ
せ

　
る
と
、
平
日
の
休
業
日
が
多

く
な
る
た
め
、
学
校
と
連
携
し
た
研

修
業
務
に
支
障
を
来
す
こ
と
か
ら
困

難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
利
用
状
況
と
し
て

土
曜
日
の
相
談
件
数
が
多
く
あ
る
た

め
、
休
日
の
相
談
体
制
の
充
実
は
課

題
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

教
育
セ
ン
タ
ー
「
す
て
っ
ぷ
」

　
　
　
　
　
　
設
備
と
運
営

子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画

子
ど
も
の
み
ら
い
応
援
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
策
定

安
全
な
学
校
給
食
の
提
供

給食を食べる子どもたち
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視察調査
受入状況

（平成31年1月～令和元年12月）
本市の特色ある施策について全
国の地方議会から視察調査にお
越しいただきました。視察事項
と団体名は次のとおりです。

　
災
害
時
に
お
け
る
議
会
と
議
員
の

対
応
に
つ
い
て
、
広
島
県
呉
市
と
広

島
市
を
視
察
し
た
。

　
災
害
発
生
時
、
議
員
と
市
災
害
対

策
本
部
と
の
情
報
連
携
を
効
率
的
に

行
い
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

呉
市
で
は
平
成
28
年
２
月
、
広
島
市

で
は
平
成
27
年
４
月
に
議
会
の
災
害

発
生
時
の
対
応
要
領
を
策
定
し
た
。

　
議
員
も
一
人
の
市
民
と
し
て
災
害

復
旧
作
業
な
ど
で
地
域
を
支
え
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
中
で
市
民
に
情

報
を
正
し
く
伝
え
、
現
状
報
告
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

　
本
市
も
災
害
発
生
時
の
対
応
要
領

を
策
定
す
る
な
ら
ば
、
市
と
の
協
議

や
災
害
対
策
と
の
整
合
性
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
呉
市
の
市
議
会
議
員

政
治
倫
理
条
例
と
広
島
市
の
選
挙
公

報
発
行
条
例
に
つ
い
て
も
視
察
し
た
。

　
見
や
す
い
紙
面
や
読
み
た
く
な
る

記
事
作
り
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て
い

る
香
川
県
坂
出
市
を
視
察
し
た
。

　
表
紙
は
淡
い
色
が
使
わ
れ
、
手
に

取
っ
た
と
き
に
柔
ら
か
い
印
象
を
受

け
る
と
と
も
に
、
中
の
紙
面
は
大
き

な
文
字
が
使
わ
れ
読
み
や
す
か
っ
た
。

　
掲
載
す
る
情
報
量
と
読
み
や
す
い

文
字
量
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
重
要
な
た

め
、
本
紙
で
も
両
立
で
き
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
坂
出
市
は
過
去
、
市
内
の

高
校
に
表
紙
写
真
の
撮
影
を
依
頼
し

て
お
り
、
主
権
者
教
育
や
若
者
の
政

治
へ
の
意
識
向
上
な
ど
の
点
で
非
常

に
良
い
効
果
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　
今
後
、
本
紙
に
お
い
て
も
若
者
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
工
夫
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
広
島
県
廿
日
市
市
を

視
察
し
た
。

▼
子
ど
も
館
＝
兵
庫
県
洲
本
市

▼
新
地
方
公
会
計
＝
千
葉
県
袖
ケ
浦
市

▼
緑
の
基
本
計
画
＝
静
岡
県
菊
川
市

▼
北
清
掃
セ
ン
タ
ー
＝
埼
玉
県
狭
山
市

▼
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
橋
梁
点
検

＝
群
馬
県
太
田
市

▼
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
応
援
サ
イ
ト

＝
宮
崎
県
都
農
町

▼
市
営
住
宅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

＝
長
崎
市

今
後
の
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
委
員
会
ご
と
に
全
国
の
先
進
事
例
を
調

今
後
の
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
委
員
会
ご
と
に
全
国
の
先
進
事
例
を
調

査
し
て
い
ま
す
。

査
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
報
告

▼
北
海
道
小
樽
市
▼
秋
田
県
能
代
市

▼
山
形
県
東
根
市
▼
福
井
県
勝
山
市

▼
東
京
都
板
橋
区
▼
茨
城
県
日
立
市

▼
埼
玉
県
三
郷
市
▼
奈
良
県
葛
城
市

▼
島
根
県
出
雲
市
▼
熊
本
県
水
俣
市

▼
宮
崎
県
都
城
市
▼
福
岡
県
太
宰
府
市

空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
・

　
　
　
　
　
　
　
　
空
家
対
策
事
業

▼
北
海
道
千
歳
市
▼
秋
田
県
能
代
市

▼
山
形
県
東
根
市
▼
群
馬
県
藤
岡
市

▼
神
奈
川
県
小
田
原
市

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

▼
北
海
道
恵
庭
市
▼
栃
木
市

▼
大
阪
府
大
東
市
▼
宮
崎
県
都
農
町

学
び
の
森
官
民
連
携
型
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こんな街が
いいな！

市 民 の 声

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

市議会の詳しい情報は各務原市公式ウェブサイトからご覧ください。 各務原市議会 検索

　まほろばを求め、ようやくこの地に落ち着いた
のは三十数年前でした。
　光栄にも、各務原市の都市景観に関わったご縁
で、この地の豊かな自然環境、歴史、文化などに
触れる機会を持つことができました。
　「まちはみんなで」の意識のもと、地域全体を
より美しくという目標に向かってルールや仕組み
を作り、お互いの協働による活動を意識してきま
した。
　これからも、自然環境を生かしつつ、個性的な
街となるよう願っています。

都市景観は
市民の協働作品
岩崎英治さん（緑苑南）

　小学3年生だった私の息子がスポーツ少年団に
参加して３年が経とうとしています。
　チームの子どもたちはとても体力がつき、何よ
りも礼儀、あいさつが身に付きました。
　スポ少を通じ、監督やコーチ、保護者の叱咤激
励があったからこそ、一緒に喜んだり泣いたりで
きました。
　そんなかけがえのない時間をもっとたくさんの
親や子どもに体験してほしいです。
　親も子も一生懸命になれるスポ少が、もっと身
近に感じられる街になるといいと思います。

　「こどもなつまつり」は、こども園のお父さん
を中心に地域の各種団体や企業の協力を得て、川
島地区で平成30年から始まりました。
　8月の第4土曜日に行われ、昨年無事に第2
回を終えたところです。
　「まつり」は、地域の方々に関わっていただき
（作る側・遊ぶ側など）、知り合いを多く作れる場
にしたいと考えています。
　子どもを犯罪から守るのは、地域の目が一番の
効果だと思っているので、「まつり」でできた繋
がりを通して、守り助け合う街になればいいです。

｜発行｜ 各務原市議会　岐阜県各務原市那加桜町 1-69
｜電話｜ 058-383-2001　｜編集｜市議会だより編集委員会市議会だより

かかみがはら

「まつり」から
「防犯」の街
鈴木信正さん（川島松倉町）

子どもたちがスポーツ
に参加しやすい街
阿部真也さん（鵜沼古市場町）

議会を傍聴
してみませんか？

市議会だより編集委員会
｜委員長｜水野盛俊　　｜副委員長｜水野岳男
｜委　員｜古川明美  塚原甫  小島博彦  指宿真弓

3 月定例会の予定
2 月 18 日（火）
3 月  3 日（火）～　4 日（水）
3 月  9 日（月）～ 12 日（木）
3 月 17 日（火）

開会
質疑、代表・一般質問
常任委員会
閉会

副議長って何をしているの？
議長の仕事を補佐し、議長の不在時に議長の
代わりをします。

Q.

A.

議長って何をしているの？
本会議の進行役のほか、国などへの要望や市
議会を代表して各種行事・会議に出席します。

Q.

A.

議長と副議長ってどうやって決まるの？
市議会議員の中から選挙で選ばれます。

Q.
A.

Q＆A　教えて！議長・副議長の役割


